
【ご案内】

■日  時 !平成 22年 10月 9日 (上)午 前 10時 より (午前 9時 30劣 閉場)

■会   場 :東 京 大 学 弥 生 講 堂 (地下鉄 南】ヒ線 「棄天前」駅下車徒歩 1分 、千代日線 「根津」駅下車徒歩 8ハ )

■王な対象 !学生 ・院生、若手研究者 (一般公開)

■参 カロ費 i無料

■講演要旨 :別売

■内  容 :

本年 2010年 は国連の定める国際生物多様性年であり、また、生物多様性条約第 10回 締約

国会議 (COPl① )の 日本での開催が予定されてしヽる。農林水産業は、生物に備わる生産力を示」

用することで人類がその恩恵を享受しつづけようとする産業であり、その根幹を支える生物資源

の多様性の確保は、安定的で持続的な農林水産業の展開にとって最も基礎的かつ重要な課題であ

る。

本シンポジウムは、農林水産業を支える生物多様性の現状を評価し、将来に向けた課題を整理す

ることを目的とする。ます、農林水産業と生物多様性の関わりについて者え方を整理した後、国

内外の在来作物品種や園去品種、近縁野生種の遺伝的多様性が失われつつある現状を概観する。

次いで、農林水産業を支える生物多様性の利用と評価に関する現状と課題を、作物生産、森林資

源、水産資源、農耕地土嬢のそれぞれについて整理する。さらに、多様な生物の生息する農村空

間の保全と再生というマクロな視点から、生物生息空間の再生、農村ランドスケープ、生態系サ
ービスの経済的評価につしヽて検討する。

■講漠題目 !

第 1部  農 林水産業における生物多様性

lo」o 生 物多様性条約とSAT① YAMAイ ニシアティブ

10145震 山漁村の生物多様性の診断と管理

第 2部  農 林水産業を支える生物多様性の示」用と評価

11120作 物生産における生物多様性の禾」用

13iOO森 林の遺伝的多様性保全と森林管理

13135 栽 培漁業の遺伝的影響評価と多様性管理

14110 農 耕地上壌における微生物多様性の評価手法とその禾」用

第 3部  生 き物のにぎわう農村空間の保全と再生

15100 水 日地帯の魚類生態系保全と地i或の活性化

15135 複 含生態系としての農村ランドスケーフと生物多様性

16」③ 生物多様性と生態系サービスの経済的評価

16155～  総 合 討 論

(東京大学 武 内禾B彦)

(愛媛大学 日 鷹―雅)

(北海道震業研究センター 辻 博之)

(森林総合研究所 津 村義彦)

(東京海洋大学 北 田 修一)

(東京農工大学 豊日岡」己)

(秋田県立大学 端憲二)

(農業環境技術研究所 山 本勝利)

(長崎大学 吉 日謙太郎)

問合せ先 i日本震学会事務局 東 京都文京区弥生 1 11
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平成22年度日本震学会シンポジウム

「震林水産業を支える生物多様性の評価と課題」



『シ:f―ス2,世 紀の農学』

「世界の食糾 ・日本の食料」
日本農学会編

世界の人□は、2①50年 には 90信 人を超えるまでに

増加すること/D A予演」されています。それにともない世界
の食粗総受給曇は今後も1曽加傾向となることが確実で

あり、食料の安定供給と安全確保は人類生存の最重要課
題となつてしヽます。
また今回に食料問題は、こうした人工増加のみなら

す、食料価格の高騰、グローバ |リゼーションの進展、新
興国の経済発展、南北格差の拡大、食生活の高度化、地
球規模の気象異変等といった食を取り巻 <諸 条件の変
化によって、より複雑化 ・深亥」化しています。
これまでも、そしてこれからも食期問題の解決は、震

学に課された最大の使命でもあることはいうまでもあ
りません。
平成 21年 1 0月 l①日開催されたシンホジウムでは、

震産物、畜産物、水産物における食料需要の現状と展望
を明らかにし、食料の安定供給と安全確保を目的とした

技術開発について紹介し、今後の震字の果たすべき役督」
と課題につしヽて議論を深めることを目的としました。
本書は、その成果の概要を詳孫日にわかりやすくまと

め、充実した内容の 1冊 となつてしヽます。
研究者はもとより、学生や一般の力やなど食料の安定供
給や安全に関心のある力にもお奨めします。

■玉な収載項目■

第 1章 世界の食糧事惰と日本震業の進路

第 2章 世界の畜産事情と日本畜産の司能性

第 3車 世界の水産事情と日本水産業の課題

第4章 食料危機を克服する作物育種

第 5章 畜産物の安定供給をめざ した技術開発につしヽて

第 6章 水産物の安定供給を目的とした技術開発

第 8章 食料の安定供給と安全確保をめざす震票禾」用技術

第 9章 動物感染症の制御と畜産物の安全

Z010年 4月 5日  出 順

覚服:奮賢堂

i◆体載 n5判  177ペ ージ

i◆定価 Z,000円 (税込 )

第 7章 持続性 ・循環を目指 した震業生産技術 ・システムの総合的評価

1日本大学 大 賞圭治)

(九サ中大学 橿 日 晋)

(近畿大学 小 野征一郎)

(作物研究所 着 永 勝)

(畜産寧地研究所 寺 田文典)

1東京海洋大学 吉 崎悟朗)

(酪震学園大学 干場信電)

(日本植物硫疫協会 上路雅子)

(東京大学 関 崎 勉)

a綱 ・日本のa綱

日本養字二振

日本農学会
TEL 0 3 - 5 8 4 2‐2 2 8 7
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